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ファンズスポーツクラブ川崎
（運営団体：NPO法人ファンズアスリートクラブ）

会　長：井上秀憲  
Webサイト：www.fsckawasaki.net
連絡先： ☎070-6573-8631
e-mail:postmaster@fsckawasaki.net

民間団体
紹介川崎で頑張
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ファンズアスリートクラブは、川崎市川
崎区と宮前区で「総合型地域スポーツク
ラブ」を運営しているNPO法人です。ス
ポーツクラブと言ってもただスポーツ教
室をやっている団体でなく、「スポーツを
通して地域課題の解決や地域活性化」も
目指して、さまざまなイベントや交流事業
をおこなっています。
特に、川崎区を拠点とする「ファンズス
ポーツクラブ川崎」では、外国の方が多く
住んでいる地域でもあるので、スポーツ
を通していろいろな国の方と交流し、さ
まざまなスポーツを教えてもらい、その
国の文化を知ろうという活動もおこなっ
ています。
ベトナムの方から「ダーカウ」（注１）という

羽根の付いたギアを蹴り合うスポーツを
紹介してもらったり、「セパタクロー」（注２）
に挑戦したりしながら、国際交流を図って
います。
一緒にスポーツをしていると、多少言
葉が通じない部分があっても仲良くなれ
るものです。私たちは自国のスポーツを
教えてくれる川崎に馴染みのある外国の
方を探しています。自分の国でやっていた
スポーツを紹介してもらいながら、一緒に
楽しみませんか？
2022年12月には、いろいろな国のス
ポーツをみんなで体験できるイベントも
開催したいと思っています。
さらにボトルキャップを回収し、日本ユ
ニセフ協会を通して、ポリオワクチンを
ミャンマー連邦共和国、ブータン王国、ラ
オス人民民主共和国、バヌアツ共和国に
寄贈し、海外の子ども達を救う活動もお
こなっています。
「スポーツで、世界をつなごう!!」
一緒に川崎で世界中の仲間を作りま

しょう!!!

ダーカウのベトナム人講師たち

第９回全日本
ボビナム（注3）
選手権

～外国人シェフや外国人と共に、頑張っているお店を紹介～

台湾料理 美（めい）
月曜定休日（月曜日が祝日の場合も定休日）
営業時間：火～金 17：30～23：30
　　　　 土 ・ 日 11：30～14：30、17：30～23：30
〒211-0025 川崎市中原区木月1-33-21
☎044-434-3423

「元住吉駅」西口徒歩２分のところにある小さなお店。店頭に台湾国旗が掲げられ
ているのが目印。2011年にオープンして以来10年間、台湾料理好きの方に愛され
ています。台湾人オーナーが作る料理は台湾の食卓に来た、と思えるアットホーム

な味わいがあります。人気一番メ
ニューは今では日本でも有名な「ルー
ロー飯」。また、オーナーは激辛料理も
得意。オリジナルメニューの「ミルク
麺」は名前と違って激辛です。コロナ
対策もしっかり行っているので安心し
てお越しください。
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ルーロー飯 ミルク麺

報告！地球市民講座

川崎市の100年を振り返り、代表的な企業として
現在の東芝（旧東京電気）を挙げ、社長、副社長に外
国人が就任しながら、今日の東芝を育てたことや
JFEスチール（旧日本鋼管）では、創業者がドイツか
ら機械設備を輸入し、20トンの平炉２基をもつ初
の製管（パイプ）工場を完成させたことやドイツ人
により技術指導が行われたことなどを講演しまし
た。さらに今後、日本は産業や生活を支えるために多くの外国人労働者が必
要となること。そのために「基本的人権・社会参加上の課題」「就労上の課題」
「生活上の課題」、何より「日本語情報アクセス」の課題を解決して、「外国人雇
用・就労推進」のための「川崎モデル」をつくり上げ、前に進めていくことが大事
だと語りました。
（かわさき国際交流民間団体協議会 会長山本忠利さんの報告より一部抜粋）

「産業都市川崎と国際交流
  　 ―外国人市民の関わりの歴史―」
３月12日（土）実施　講師：（公財）川崎市国際交流協会 平尾光司会長

「中村哲追悼 加藤登紀子講演会＆
　 ミニコンサート ～光ある未来へ～」
５月26日（木）実施　講師：加藤登紀子（歌手・女優）
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（注２）（昔は籐製の）ボールを蹴りあう競技
（注３）ベトナム総合武術

セパタクロー（注2）

　加藤登紀子さんはスクリーンに写真を映して、お
生まれのハルピンを回想された後、学生時代のこ
と、ご主人とのこと、そして中村哲さんとの多くのエ
ピソードを披露されました。加藤登紀子さんと中村
哲さんに共通するのは、「命を守ることが一番大切
なこと」であり、「命を前にして一方を善（正義）、も
う一方を悪（不正義）に分けることに意味はない」と
いうことです。「命」に連なる大切なこととして、ほかに「食べ物を作る農業」や
「各地の文化」をあげ、「日本の食料は多くの国に支えられている。それは多く
の国との交流が欠かせないことを意味し、日本の歴史をふまえればなおのこ
と、戦争以外の手段で世界の平和に貢献すべきだ」と話されました。
　中村哲さんの遺志をバトンに例えるならば、渡されたバトンを加藤登紀子さ
んが歌声と語りで川崎へ届けてくださったのです。この後も中村哲さんと加藤
登紀子さんのバトンが多くの方に受け継がれることを願い、アンコールで熱く
なった会場を後にしました。
（取材・文：編集ボランティア 正一努／写真：編集ボランティア 安田芳郎）
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